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ら分類したものであり、次の 5 人の分類について述べている。 










  ② ジョアンナ・ゴードン（Joanne Golden）の 5 分類法 
(ａ) テキストと絵が対照的であるもの（ある種の余剰を作り出す）  
(ｂ) テキストが、絵に説明を頼っているもの 
(ｃ) イラストレーションが、テキストを豊かに詳しく説明するもの  
(ｄ) テキストが为に語りを担い、イラストレーションが特定の効果を発揮するもの  
(ｅ) イラストレーションが为に語りを担い、テキストが特定の効果を発揮するもの  
③ ターバン・グレゲルセン（Torben Gregersen）の 4 分類法 
(ａ) 提示する本 絵による辞書（図鑑ものー物語はなし） 
(ｂ) 絵が物語る本 ことばがないか、ことばは数語のみ使用 
(ｃ) いわゆる絵本、あるいは物語絵本 テキストと絵は同等に重要 
(ｄ) 挿し絵本 テキストが別に（先に）存在する 
  ④ クリスティン・ホールバーグ（Kristin Hallberg）の 2 分類法 
(ａ) 挿し絵本 
(ｂ) 絵本 
  ⑤ ユリ・シュルヴィッツ（Uri Shulevitz）の 2 分類法 
(ａ) 物語絵本（a story book） 
(ｂ) 純粋絵本(a true picture book) 
 
（２）保育現場の中の絵本の分類 








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「ヘチとかいぶつ」    
2004 アートン
文：チョン・ハンプ 























 「マンヒのいえ」    
2007.6．30      
セーラー出版 
文・絵：クォン・ユ











 「蚊とうし」    
2004.7.31        
株式会社アートン 
文：ヒョン・ドンヨ




























































日本の絵本が多く翻訳されている国の第 2 位は台湾である。張桂娥９） によれば、2006 年 12 月
現在までに 1000 点を超える作品が出版されているという。逆に台湾の絵本で日本語に翻訳された















































































































































































































「ナゼニ愛ハ・・・？」               
2005 小学館 






















































































































「あなたが好き」        
2005 ディスカヴァー・ト
ゥウェンティワン   
絵：タンタン<唐唐>                  
















「いすになった木」                  
1999           
PHP 研究所             




































「たね、ぺっぺっ」        
2001          
PHP 研究所             








































なりアジアでの出版が増える。1 位が韓国、2 位が台湾である。2000 年代の出版では、欧米ではフ
ランス以外の国が減少し、言語の壁の低いアジアがますます伸びて 1 位韓国、2 位台湾、3 位中国、
4 位インドネシアと続く。アジア諸国ではファンタジー絵本や幼年童話も多く翻訳されている。 
今回選んだ 26 冊のうち、絵本分類の頄目では、物語（11 冊）、生活（6 冊）、科学（4 冊）、昔話

































16 冊のうち、物語（14 冊）、昔話（1 冊）、仕掛け（1 冊）であった。作者別に見れば、ジミー（4

















































取得方法に関する検討」 日本教育工学学会論文誌 32  2008 
２） 今井靖親・寥小慧・中村年江「日本と台湾における絵本の望ましい読み聞かせ方法に関す
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４） 「日本・中国・韓国の昔話集１」日中韓子ども童話交流事業実行委員会 2004 
５） 「日本・中国・韓国の昔話集２」日中韓子ども童話交流事業実行委員会 2004 
６） 「日本・中国・韓国の昔話集３」日中韓子ども童話交流事業実行委員会 2004 
７） 国立国会図書館国際子ども図書館「日本発・子どもの本、海を渡る」  2011 
http://www.kodomo.go.jp/anv10th/publishing/index.html 
８） 「韓国昔話 上・下」白水社 2006 
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   時代から『繪本』時代へ－」 論文集「台湾の絵本」 大阪国際児童文学館 2007 
１０） 中谷千代子、岸田衿子「かばくん」福音館 1966 
１１） 中川李枝子、大村百合子「そらいろのたね」福音館  1967 
１２） 岩村和朗「１４ひきシリーズ」童心社 1983 
１３） いもとようこ「こねこちゃんえほん」 金の星社 1982 
１４） いとうえみこ、伊藤泰寛「うちにあかちゃんがうまれるの」ポプラ社  2004 
１５） キム・ジェホン「かわべのトンイとスニ」小学館 2007  
１６） ユン・ドンジェ、キム・ジェホン「ヨンイのビニールがさ」岩崎書店  2006.5.30    
１７） クオン・ジョンセン、チョン・スンガク「こいぬのうんち」 東京印書館  2000      
１８） イ・ヨンギョン 「あかてぬぐいのおくさんと７にんのなかま」福音館書店  2010 
１９） チャ・ミジョン、ハン・チャンス「石をとらえたお役人」少年写真新聞社   2005         
２０） イ・ホベク「うさぎのおるすばん」平凡社  2003    
２１） ペク・ヒナ「ふわふわくもパン」「ふわふわくもパン」小学館  2006      
２２） リュウ・チェスウ「山になった巨人―白頭山ものがたりー」福音館書店 1988         
２３） チョン・ハンプ、ハン・ビュンホ「ヘチとかいぶつ」アートン  2004 
２４） イ・ヒョンスン「水宮歌」アートン  2004     
２５） チョン・チャジュン・「トッケビとこんぼう」 はじめのはなし-つづきのななし 平凡社 2003    
２６） イ・オクベ「ソリちゃんのチュソク」セーラー出版  2000  
２７） ペ・ヒョンジュ「ソルビニ ―お正月の晴れ着―」セーラー出版  2007  
２８） チェ・インソン、パン・ジョンファ「きょうはソンミのうちでキムチをつけるひ」 
精興社 2005 
２９） イ・サンクォン「パパといっしょに」 アートン  2004 
３０） チィエ・チーユエン「赤い花」 朔北社  2006 
３１） ライマ「パラパラ山のお化け」 岩波書店  2006 
３２） ライマ「おこりんぼうのアングリー」朔北社  2006 
３３） 游珮芸 「台湾における『ジミー現象』」 論文集「台湾の絵本」 大阪国際児童文学館 2007 
３４） 成實朊子「中国語圏児童文学の中における『台湾絵本』－歴史的なうねりの中で－」 
        論文集「台湾の絵本」 大阪国際児童文学館 2007 
３５） 福田幸弘、結城モイラ「タテゴトアザラシのおやこ」ポプラ社 2001       
３６） 林明子「おつきさまこんばんは」福音館  1986 
３７） 多田ヒロシ「りんごがドスン」文研出版  1976 
３８） 長新太「キャベツくん」文研出版  1980 
３９） 山下洋輔、長新太「ドオン！」福音館  2007 
４０） 黒柳徹子「窓際のトットちゃん」講談社 1981 
４１） 栗良平「一杯のかけそば」栗っこの会  1988  
４２） 筒井頼子、林明子「はじめてのおつかい」福音館  1977 
４３） たかどのほうこ「まあちゃんのながいかみ」福音館  1995 
４４） いもとようこ「すてきなずぼん」金の星社 1982 
４５） なかえよしを、上野紀子「ねずみくんのプレゼント」ポプラ社  2004 
 Abstract 
 
This study aims to analyze the possibility of utilizing picture book in fostering children who 
live in globalized society, based on the comparison of picture book of Japanese, Korean, and 
Taiwanese. The authors analyze about 20 books, which are Korean and Taiwanese picture 
books translated in Japanese and Japanese picture books translated in Korean and Taiwanese. 
Japanese picture books are highly valued on international basis, and many of them are 
translated in Korean, Taiwanese, and Chinese. Japanese picture books have many kinds of 
types, such as story, life and science. A lot of Korean picture books have Confucian value and 
educational intention. There are not many Japanese-translated Taiwanese picture books, but 
they have freedom to make various kinds of picture books. In conclusion, there is condensed 
hope which is entrusted to each country’s children in picture books. 
  As the future issue, the authors need to research how the canonicity in Korean picture books 
and the freedom in Taiwanese picture books are utilized in real situation, and research 
receptive point and improvable point in utilizing picture book in Japan. 
 
 
